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資源前処理保管技術検討分科会
５名（2023年６月1日現在）会

員
メ
ン
バ
ー

焼却残渣（下水汚泥、都市ごみ等）、プラスチックの保管方法の検討、経済性、
環境保全対策の検討を行う。
• 現行保管基準等の運用内での保管方法
• 保管の具体イメージと課題の整理

目
的

資源の循環や国内蓄積などは安全保障の視点からも重要であるが、特に今般のロ
シアによるウクライナ侵攻でその重要性が再認識された。

背
景

• 現行保管基準の確認
• 現行廃棄物処理法内での適用可能性、検討事項の頭出し
（最終処分場での保管、保管施設での保管を可能とする運用）

課
題

• 現行の廃棄物処理法では廃棄物の⾧期保管は認められていない。
• 廃棄物処理法から除外された資源（リン、カリウム等）は保管可能
• 地質的に安定したドイツの地中保管処分場（例えば地下800m、岩塩坑跡で雨水

が入らない構造）の確保は日本では不可能
• プラスチックスの圧縮、減容方法
• 質の良いプラスチックスは過去に建設され、廃止された安定型処分場に大量に埋

立処分されている。廃止された処分場は指定区域として地下に埋設された廃棄物
の記録が保存されている。形質変更による掘り起こし再利用の可能性。

問
題
意
識
・
論
点

〔分科会の活動概要〕

• 分科会は立ち上げ時はNPO環境技術支援ネットワークのメンバーでスタートし、
活動内容を公開、内容に賛同し、活動される方のみ、分科会に入会していただく。
分科会活動はNPO事務所（東京錦糸町、北九州支部）または福岡大学北九州キャ
ンパス（若松区ひびきの）とし、リモートを中心とするハイブリッド方式とする。

• 分科会連絡事務は福岡大学北九州産学連携推進室で行う。

次
年
度
活
動
方
針
（
案
）

• 資源前処理技術:炭化、洗浄・分級、固化
• テント構造:短期、中期、⾧期保管対応
• 処分場:将来の法改正を見込んだ処分場の活用（埋立再生技術によるFRP)
• 焼却残渣からのカリウム分離
• 副生塩の保管と資源化（エコ次亜、エコアルカリ、エコ酸）

事
業
展
望

〔2023年度の概略工程〕★:分科会開催、必要により個別MTG

2025年度2024年度2023年度
別分科会のリニューア
ルを行うため解消

情報提供

12月10月８月６月4月

★ ★ ★ ★

役職所 属氏名

福岡大学名誉教授樋口壯太郎

専務理事NPO－TSネットワーク加藤隆也

准教授福岡大学為田一雄

NPO-TSネットワーク横山睦正

7. 分科会活動概要及び今後の活動方針



保管区画

搬送区画

セメント工場

洗浄・
水処理施設

市町村A

ごみ焼却場

保管区画

搬送区画

洗浄・
水処理施設

市町村B

ごみ焼却場

保管区画

搬送区画

洗浄・
水処理施設

市町村C

ごみ焼却場

海外事例調査

国内事例調査 焼却残渣の短期貯留→脱塩洗浄プラント→セメントリサイクル

前処理方法

貯留保管方法(分割埋立、保管形態）

活動報告

副生塩リサイクル（産廃副生塩）

・産廃副生塩からのエコ次亜生成、性能、安全性評価
・コスト評価



副生塩リサイクルシステム

①F/S実施
・濃縮塩から直接、エコ次亜生成することにより、乾燥固化に必要な燃料を不要にすることによ
り、CO2排出量の大幅な削減が可能

・規模別建設費および維持管理の目安の算出
②産業廃棄物由来の副生塩についても一般廃棄物由来の副生塩と同様な品質のエコ次亜生成が可能
であることを実験的に検証

副生塩の組成6）

供給流速と次亜温度上昇6)

エコ次亜、水道用次亜の重金属類


